
なぜなに学習相談 学研教育情報資料センター

資料番号７５７

無断複製：転載：翻訳を禁ず Ｇａｋｋｅｎ                    X1020016 

乳を飲む

肺があり空気を呼吸する

クジラは
うみ

海にいるのにどうして
さかな

魚じゃないの

●クジラはお
ちち

乳で
そだ

育つほ
にゅうるい

乳類

 
う み

海にすむとても
おお

大きな
さかな

魚ということで、むかしの
ひと

人もクジラのことを「大魚」と
か

書いて、

「いさな」とよんでいました。
せいぶつ

生物の
けんきゅう

研究が
すす

進み、
どうぶつ

動物を
からだ

体の
なか

中のしくみなどからも
しら

調べる

ようになって、クジラは、ほ
にゅうるい

乳類であることが
わ

分かるようになりました。クジラには
はい

肺があ

り、
く う き

空気を
こきゅう

呼吸すること、また、
こ

子どもを
う

産み、お
ちち

乳で
そだ

育てること、そして
け

毛があることで

す。すべてのほ
にゅうるい

乳類は、この３つの
とく

特ちょうをもっています。
うみ

海にすんで、
さかな

魚のような
かっこう

格好

はしていますが、クジラはほ
にゅうるい

乳類です。

●
おお

大むかしに
りく

陸にすんでいたものが、
ふたた

再び
うみ

海にもどった

 もともと
せいめい

生命は
うみ

海で
う

生まれ、えらで
こきゅう

呼吸するものが
あらわ

現れました。
み ず べ

水辺にいたものは、
はい

肺で
くうきこきゅう

空気呼吸できるようになり、その
い ち ぶ

一部が
りく

陸に
あ

上がり、
きょうりゅう

恐竜やほ
にゅうるい

乳類へと
し ん か

進化しました。クジ

ラの
そ せ ん

祖先は、
おお

大むかしに
りく

陸で
せいかつ

生活していたほ
にゅうるい

乳類です。
はい

肺で
くうきこきゅう

空気呼吸することはそのままに、
ふたた

再び
うみ

海の
せいかつ

生活に
てき

適した
からだ

体つきになったものです。イルカ、アシカ、アザラシ、ジュゴンなど

も、
うみ

海にすむほ
にゅうるい

乳類です。（監修・今泉 忠明）


